
石嶺中学校いじめ防止基本方針
石嶺中学校いじめ防止対策委員会

【 いじめの定義 】

１ 本校の基本方針
学校教育目標の、「深く考え心豊かに、たくましく生き抜く生徒を育成する」を踏まえ、心身共に健全な人格の成長を

図り、「いじめ」等がなく生徒が安心して学校生活が送れるような指導・支援体制の構築を図る事を基本方針の柱とする。

２ 学校の現状
本校は、校区に児童自立支援施設や大規模な市営団地、国家公務員宿舎、福祉関係施設等が隣接している地域である。他

都道府県出身者も多く、生徒の考え方や物のとらえ方も多岐にわたっている。学校での生徒の実態は明るく元気があり、文
化活動やスポーツ活動でも近年は大きな成果を上げている。また、地域の旗頭保存会等との連携を深めながら学校行事・地
域行事に積極的に取り組んでいる。

３ いじめ防止などの指導体制・組織的な対応
（１）定期的な指導体制

※メンバーは学校長・教頭・生徒指導主事・各学年主任・学年生徒指導係・養護教諭・教育相談担当とする。
（ケースによってSC・教育委員会生徒指導担当主事・警察関係者・民生委員・保護司など）

①各学年の情報交換と必要な対応策を協議する。（生徒支援委員会を週1回）
②毎月の学校生活アンケートからの実態（言葉や態度による誹謗中傷・携帯・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ラインなど）を把握し、いじめ
の早期発見・早期対応を行う。

（２）いじめの早期発見・早期対応のために下記のような系図で取り組む。
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「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係のある他

の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものも含む）であって、当該行為の

対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。」とする。なお、起こった場所は学校の内外を問わない。

「いじめ」の中には、犯罪行為として取り扱われるべきと認められ、早期に警察に相談することが重要なものや、児童生徒の生
命、身体又は財産に重大な被害が生じるような、直ちに警察に通報することが必要なものが含まれる。これらについては、教育
的な配慮や被害者への意向への配慮のうえで、早期に警察に相談・通報の上、警察と連携した対応をすることが必要である。



※ＯＪＴとは オンザジョブトレーニングのことで職場内において、管理監督者の責任のもとで行われる教
育訓練全般をさす。教師間の勉強会や研修等も含まれる。

嶋崎政男著「脱いじめ」の処方箋

（３）未然防止のために道徳教育や人権教育との関連を図り、地域からの情報も積極的に取り入れる。
※未然防止取組の流れ

未然防止の取組

いじめ防止教育の充実 教師と生徒との人間関係 いじめ防止の校内体制

全教育活動を通じた指導 生徒理解の深化と同行 いじめ防止委員会の設置
いじめ防止月間の取組 毎月の生活実態ｱﾝｹｰﾄの実施 居場所・出番づくりの充実
いじめを許さぬ校風体制 教育相談活動の充実」 保護者・関係機関との連携

情報提供 本人からの訴え・教師の発見 情報提供

徴候発見・いじめ把握・早期指導

①最悪を想った対応 ①いじめの対象
②人権侵害を認識 ②いじめの構造
③被害者保護を優先 ③いじめの態様
④毅然とした指導 指導方針の確認 指導体制の確立 事実関係の把握 ④被害者の状況
⑤集団の改善取組 ⑤保護者の状況
⑥再発防止

関係者の指導・援助

保護者との連携 被害者への支援 加害者への指導 学級全体への指導

保護者の心情理解 心の支援を保障 事実関係の確認 毅然とした指導
学校の非は謝罪 目に見える対応 相手への共感 指導姿勢の明確化
緊密な連携の確認 対応策の提示 相手への謝罪 指導手順の遵守
本人支援方法の協議 人間関係の改善 保護者との連携 指導方法の工夫
指導方法への理解 課題解決の援助 （法的責任） 再発防止策の実行

尾木和英・有村久春・嶋崎政男（編）「生徒指導概要を理解する実践する」
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（４） ネット上でのいじめの対応

生徒からの訴え 書き込みされた掲示板の確認 保護者の相談・外部からの情報

書き込みを印刷
情報収集 掲示板のアドレスを確認

加害者特定可能な時 掲示板のﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞ確認 削除依頼掲示板に依頼する

学校指導計画に沿った 管理者へ連絡可 管理者へ連絡不可
対応

指導・連絡・報告 削 除 掲示板のプロバイダ等の確認

プロバイダ等に削除依頼

削 除 削除されない時

警察等へ相談

【具体的対応】

１．書き込みのあったプロフ等のＵＲＬ（ウエブサイトのアドレス）を控え、書き込み内容を
プリントアウトし内容を保存する。

２．トップページを表示し、「管理者のメール」「お問い合わせ」をクリックする。

３．管理者に削除依頼内容を書き込み、メールする。

４．管理者が不明な場合や依頼しても削除されない場合は、プロバイダ（サービス提供会社等
に削除依頼する。

５．管理者やプロバイダに依頼しても削除がなされなければ、警察や法務局などに相談する。
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４ 重大事態への対応
（１）重大事態（自殺など）

①自殺の未然防止

自殺行動の理解

準備状態 きっかけ
誘因１ ⇒ 準備状態

不安・不満・疎外感
高い不安傾向 いじめ 恥辱の体験

性格特性 気分の激変 失敗体験 大きなミス
死への親和性 不合格など

不安や不満の蓄積
家族間の不和 疎外感やいじめの 肉親等の死

家庭不適応 養育態度偏り 蓄積 喪失体験 失恋や絶交
親の精神疾患 私宝の喪失

誘因２ ⇒ 蓄積された部分を誘 難病の宣告
人間関係不調 発するきっかけ 叱責や懲罰

学校不適応 学業の不振 悲哀体験 心身の被害
教師への不信

自殺期・自殺企て

緊急的な防止策 自殺行動の防止 根本的な防止策

生徒と サインに気づく 命を尊 生きる力
つながる 向き合う ぶ指導 自尊感情

気持ちを 死の理解
受容する 未遂 準備 感情 心の

行動 行動 表現 状態
徴候察知

の自 大下 人自 抑孤 理解力 共感能力
課題解決 順傷 事見 生殺 鬱立 の深化 自殺理解

家庭連携 家庭支援 備・ な・ を賛 な・
密に連絡 な試 物自 嫌美 ど無

ど行 の信 だ・ 気 教育相談
・ 整に と世 力 組織的 情報交換

SC連携 遺 理と 思の ・ な取組 カウンセ
支援体制 専門支援 書 なっ う中 失 体制 リングの

援助要請 の どて 行や 望 活用
為

「自殺に至るプロセス」の理解

自殺を思い始め 感情の起伏が激しい、無力感、死を美化する発言や記述

自殺を思い詰める 孤立、沈んだ表情、無関心、無感動、自殺への興味

自殺を決意する 持ち物、部屋の整理、別れの挨拶や手紙、落ち着いた表情
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②自殺が起こった場合の対応

※絶対に防がなければならないが、万が一、生徒の自殺が起こってしまった場合には、以下のことに
注意しながら対応していく。

1) 遺族への弔意：心寄りの哀悼の意を表する。
2) 生徒の対応：伝達内容を全教職員が確認して、学級において「亡くなった事実」を伝える。自殺に
関わったおそれのある生徒等には特段の配慮（加害生徒やその他の生徒の心のケア）をする。

3) 調査は慎重に行う。
4)「いじめ」が一つの要因と考えられる場合は、保護者の了承をを取って、関係者からの事情聴取を
行う。その際には、遺族に対して正確な情報提供に努め、今後の調査の進め方等を説明する。

5) マスコミ対応は、窓口を一本化して部屋を準備し、公開可能な情報は逐次掲示する。
6) PTA役員や学校評議員、地域の関係団体の支援を得て、全保護者へ説明責任を果たす。
7) 次的問題を防ぐために、情報収集に努めるとともに、相談体制を整える。
8) 教職員のメンタルヘルスにも十分配慮する。

事実関係の把握 自殺の情報 市教委への緊急一報

配
慮
を

心 要 遺族への対応 教職員 組織対応
の す 生徒
ケ る
ア 生

徒 情 情 保 指
心からの弔意 収 発 者 ・

学級での伝達 集 信 等 連
・ ・ の 携
記 渉 対 協

・情報収集と情報伝達 録 外 応 働
調査・アンケート ・生徒への伝達・争議参列等
等の実施 の可否

・マスコミ対応、窓口の一本化
時 マ P 遺
系 ス T 族
列 コ A 対
の ミ 役 応

少人数での話し合い 葬儀への参列 記 対 員 ・
録 応 会 市
・ ・ ・ 教
情 情 保 委

事実の解明作業 計画的なケア 遺族との関わり継続 報 報 護 と
カウンセリング ・判明内容の報告 分 掲 者 連

・疑問点の説明 析 示 会 携
・要望事項の聴取及び
取組

関係生徒・保護者との教育相談など

対応
教職員の心のケア 継続

問題があった場合は事後対応 中・長期的な対応

文部科学省「生徒指導提要」
文部科学省「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」
文部科学省「子どもの自殺が起きた時の緊急対応の手引き」
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